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研究成果の概要（和文）：本研究は，従来の情報学を内包した空間情報学(Geoinformatics)概念

を地域研究に導入して，地域情報学を創出し，地域研究に新たなアプローチや知見を与えるこ

とを目的とする．具体的には，(1)地域研究に情報学を適用した情報学的研究手法の体系化と知

識体系を構築し，(2)情報学的視点から見る地域社会の動態・変容を俯瞰し，総合的地域研究の

中の一領域としての地域情報学の創出を目指す． 
 
研究成果の概要（英文）：The project "Development of Area Informatics: With Emphasis on 
Southeast Asia" aims to create a new discipline called "area informatics" an approach that 
integrates the interdisciplinary field of informatics with area studies, which encompasses 
all academic disciplines, including natural ecology, environmental studies, human ecology, 
sociology, history, cultural studies, economics and political science. Informatics can provide 
area studies with new approaches and knowledge, but this will depend on the further 
development of the field through its application to area studies. Since this development is 
important for both area studies and informatics, this project is to create the new discipline 
of Area Informatics. 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2005 年度 22,600,000 6,780,000 29,380,000 

2006 年度 20,500,000 6,150,000 26,650,000 

2007 年度 18,800,000 5,640,000 24,440,000 

2008 年度 16,000,000 4,800,000 20,800,000 

2009 年度 12,400,000 3,720,000 16,120,000 

総 計 90,300,000 27,090,000 117,390,000 

 
 
研究分野：複合新領域 
科研費の分科・細目：地域研究・地域研究 
キーワード：地域研究，地域情報学，ハノイ都市研究，ベトナム史，地理情報システム，リモ

ートセンシング，情報地質学 
 
１．研究開始当初の背景 
(1) これまで地域研究の中に情報学を位置づ

け，地域情報学として体系化する試みは

存在しない． 
(2) 地域研究のあらゆる局面・場面でのコン

ピュータ・モデリング，シミュレーショ
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ン，計量的分析，テキスト解析，インタ
ーネットによる情報集積と提供，文字・
画像・サウンド等の多様メディアなどの
導入によって，新たな研究手法や知見を
得る機会となる． 

(3) 地域研究を対象にした GIS（地理情報シ
ステム）・RS（リモートセンシング）分
野において，高次利用の探求と応用で先
駆的な研究成果が期待できる． 

 
 
２．研究の目的 
(1) 地域研究における情報学的手法に基づく

実証研究． 
(2) 地域研究における高次情報システム研究． 
(3) 地域研究における情報学コラボレーショ

ンと地域協力． 
(4) 地域研究のための情報資源・基盤研究． 
 
 
３．研究の方法 
(1) 情報学的諸手法を導入した実証的研究を

展開する． 
(2) 空間情報学の視点からみた地域研究の高

次情報システムの研究を展開する． 
(3) 情報学的手法による知識体系の構築と地

域環境・生態の動態や変容の解明を行う． 
 
 
４．研究成果 
(1) 地域研究における地理情報システム

（GIS）やリモートセンシング（RS）の応
用手法を示し、地域研究の新たな研究パ
ラダイムを事例を持って示した．これら
をニュースレター（4冊）、論文集（4 冊：
図 1）、図書（2冊：図 2）等を用いて広
く一般に公開した． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 成果物の一例（論文集） 

左：「シンポジウム 地域研究と情報学：新たな地平を拓

く」, 柴山 守編, 講演論文集, 2007． 

右：「地域情報学の創出－東南アジア地域を中心にして

－」(課題番号 17101008), 研究代表者 柴山 守（京都大

学）,平成 17 年度科学研究費補助金（基盤研究（S））研

究成果報告書, 2006． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 成果物の一例（図書） 

左：「地域研究のための GIS」, 柴山 守（京都大学）他

編,古今書院, 2009． 

右：「アジア遊学 113 地域情報学の創出」 柴山 守（京

都大学）他編,勉誠出版, 2008． 

 
 
(2) 生態学、人類学、医学、地質学、歴史（ベ

トナム史、建築史）、考古学の視点から文
化遺産のデジタルアーカイブやデジタル
ミュージアム、自然環境・生態、人類・
社会生態情報のための３次元可視化シス
テム、GIS の高度化やリモートセンシン
グ画像処理システムに関する研究をおこ
なった．具体的に、2つのコア研究、ハ
ノイ・プロジェクトとアユタヤ・プロジ
ェクトを遂行した． 

 
(3) ハノイ・プロジェクトでは、19～20 世紀

のハノイ都市形成過程の 4次元 GIS 分析
を中心にハノイ建都 1000 周年の歴史と
デジタルアーカイブの研究をおこなった．
また、アユタヤ・プロジェクトではカン
ボジア・アンコールから東北タイ・ピマ
イに至るRoyal Roadと宗教伝播及び東北
タイの寺院マッピングと僧侶の移動の研
究課題を対象に意識的に情報学的手法を
導入する研究を進めた．これらのコア研
究は個別研究において，学際的文理融合
研究の事例を生み出し，研究成果はホー
ムページ上で公開した． 

ハノイにおける 19～20 世紀の都市形
成過程と変容の研究では、仏統治下以前
及び以降の 3時代の区分で，GIS/RS/GPS
を利用した地図資料の研究とフィール
ド調査、都市形成過程の計量的分析、標
高データも考慮した都市形成 3次元モデ
ル構築(図 3)の研究をおこなった．これ
らの新たな手法の導入により、仏統治下
の 1890 年から約 20年間に現在のハノイ
の都市基盤が形成され、旧市街地、城砦、
仏統治の新興地における都市形成過程
と特徴が実証的に明らかになった． 

 
 
 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3 ハノイの 3 次元モデルの可視化例 
 
アユタヤ・プロジェクトは、2つの研

究課題からなる．①アンコールから東北
タイに至る Royal Road と宗教伝播、②
東北タイ寺院マッピングと僧侶の移動
遍歴の研究である．前者では、衛星画像
と RS技術に基づき 10～12世紀のアンコ
ールワット・東北タイのピマイ間の寺院
や橋、溜池などの現存する遺跡、工作物
を調査し、フィールド調査と文献調査で
実証する研究である．RS の歴史研究にお
ける新たな研究事例や研究手法を示し
た．後者では，東北タイの上座仏教寺院
の立地及び関係する出家者の移動遍歴
を、GPS を採用したフィールド調査、寺
院のデータベースを含む時空間マッピ
ングとネットワーク分析に基づいて研
究をおこなった(図 4)． 

 

 
図 4 東北タイ寺院の空間マッピング 

 
(4) 時空間概念モデルを提示して，地域研究

に関する情報基盤の在り方や方式を示し
た．2005 年地域情報学の構築を提唱して
以降，国内の研究者を中心に任意の研究
会 HGIS(Humanities GIS)研究会を組織し，
国内外の研究組織と連携研究をおこなっ
た．その結果、時空間にもとづく情報検
索・解析システム HuTime，主題・時間に

もとづく解析システム HuMap を開発し，
国内外においても事例のない先駆的なツ
ールとして実現することができた． 

 
(5) 本基盤研究の遂行により、2006 年発足し

た京都大学地域研究統合情報センターの
地域情報学（高次情報処理）研究部門の
設置に貢献した． 
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